
②自然資源をいかした地域活性化、及び観光交流の推進 

 吉無田高原を中心とした施設や、化石ひろばなどの田代地区の自然資源は、

地域活性化や観光交流のための起爆剤ともなることが大きな特徴です。 

 これらの地域活性化や観光交流に資する資源を有効に活用し交流人口を増

加させるとともに、自然と共生しながらの賑わい創出に向けたアイデアを出

し合い、可能な限りそれらのアイデアの実現に向けた取り組みを実施してい

きます。 

 

③地域の農産品や林産品の積極的な PR と活用、販売の推進 

 田代地区の豊かな自然が育み、地元農家や事業者が精魂込めて作り上げる農産

品や林産品を町内、町外問わず広く PR していくとともに、御船町、田代地区な

らではの地元産品としてのブランディング戦略を立案し、地域ぐるみ、町ぐるみ

での積極的、戦略的な PR や、販売を推進していきます。 

 

④耕作放棄地等の未利用地の安全管理と積極的利用 

田代地区には豊かな自然が残っていますが、これらの自然は人との共生に

より育まれてきたものです。例えば、田代地区をはじめとする豊かな水と気

候を利用した農業中山間地域の水稲と露地野菜の作付農地は、生物多様性の

保全を担う貴重な自然資源でもあります。 

しかし、一方では、耕作放棄地や空き地などによる土地の荒廃等が見られ、

このままでは自然の質が低下していくことも危惧されます。これらの課題の

解決にあたっては、クリアするべきハードルも多くありますが、地元、団体、

行政が連携して、ひとつずつ課題を解決しながら、未利用地の有効利用などアイデアを積極的に出し合って、可能な限

りの対策を講じていきます。 

また、不法投棄や土地への不法侵入など、地域の安全を第一に防犯体制を確立し、パトロールなどを行っていきます。 

 
⑤秩序ある地域づくりに向けた町、団体、関係機関が連携した 

各種取り組みの推進 

田代地区の自然資源や観光資源、町民生活の場として適切に維持

されていくように、町民参加による行政のまちづくり施策を積極的

に推進していくとともに、地元や団体による自然環境保全や健全な

まちづくりに対する機運を高めて、秩序ある地域づくりを実現して

いきます。 

また、生物多様性が保全され、活気あふれる持続可能な地域づく

りのために、可能な限り過度な経済的・労力的な負担がかからない

ように、各主体が連携し、工夫しながら取り組める環境づくりを進

めることとします。 

 

（４）地域連携保全活動計画の推進方策 

本計画を推進するにあたって、「御船町地域連携保全活動協議会」を設置し、活動計

画の実施状況を定期的に報告するとともに、情報を共有します。 
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地域連携保全活動推進の概念図 



１．御船町地域連携保全活動計画とは 

【生物多様性地域連携促進法に基づく計画】 

我が国では豊かな生物多様性を保全するために、平成 20 年に「生物多様性基本法」が制定され、多様な主体の連携

及び協働による生物多様性の保全のための活動を促進するために必要な措置を講ずることが定められました。 

平成 22 年 12 月には、地域の自然的・社会的条件に応じた生物多様性

の保全のための活動について、地域の多様な主体（自治体、団体、地域住

民、事業者等）が有機的に連携して行うことを促進するための法律である

「生物多様性地域連携促進法」が制定されました。 

御船町地域連携保全活動計画は、御船町の豊かな自然を基盤とした生物

の多様性を保全し、持続的に生態系サービスを享受できるまちを作ってい

くための計画です。 

 

【生物多様性とは】 

生物多様性とは、生きものたちの豊かな個

性とつながりのことです。 

生物多様性の保全とは、「種の多様性」、「遺

伝子の多様性」、「生態系の多様性」の生物

多様性の3つのレベルが豊かに保たれてい

ることをいいます。 

 

【生態系サービスとは】 

生態系サービスとは「自然の恵み」のことです。私たちの暮らしは食料や水の供給、気候の安定など、生物多様性を

基盤とする生態系から得られる恵みによって支えられています。これらの恵みのことを「生態系サービス」と呼びま

す。 

 

 

 

 

参考資料：自然の恵みの価値を計る Web サイト（環境省 自然環境局） 

２．町全体における生物多様性保全の方針 

本町の住み心地の良さを特徴付ける豊かな自然環境は、御船町の誇るべき環境資源です。御船町の自然の恵みは町民

の憩いの場、交流の場となっていることはもちろん、町外との観光交流の拠点ともなっており、人の生活に様々な恩恵

をもたらしてくれています。言い換えると、これらの御船らしさを特徴付ける豊かな自然環境が、町民生活に多様な

「生態系サービス」の享受をもたらしてくれているといえます。 

このことから、町全体、地域全体で生物多様性を豊かにするための行動を実践することにより、より多様な生態系サ

ービスを充分に受けられる環境づくりを行い、町の将来像である「みんながわくわくする御船町」の実現に寄与するこ

ととします。 
 
 

■御船町全体での生物多様性の保全に向けたビジョン 

多様な生物が保全され、 

生態系サービスがもたらす“わくわく”を感じるまち 

御船町 

３．地域連携保全活動計画 

（１）生物多様性保全に向けた行動を牽引する重点地域（計画区域） 

 本計画では、御船町全体の生物多様性保全の考え方を示します。ま

た、生物多様性保全に向けた行動を牽引する重点地域として、「吉無

田高原」や、「吉無田水源」、「長生のイチイガシ」などの御船町を代

表する自然資源があり、これらの自然の恵みを活用した観光資源が

豊富な吉無田を中心とした「田代地区」を対象区域として設定しま

す。 

 

（２）生物多様性の保全目標 

田代地区の環境資源を保全していくことはもちろん、さらに活用す

るためには、その資源を大切に“磨き上げる”ことも重要であると考

えます。このためには、地区の生物が多様になり、十分な生態系サービスの享受ができる環境を作っていく必要があり

ます。これらのことから、田代地区における生物多様性の長期的な保全目標として以下を目指します。 

 

【長期目標】 

賑わいと安らぎをもたらす吉無田を中心とした田代地区の豊かな自然の保全と生物多様性の創出 

 

また、長期目標を実現するために、以下の短期目標を定めます。 

 

【短期目標】 

地域の自然を“知る”“感じる”“行動する”、そして“連携し保全する”ための取り組みの推進 

 

計画期間は令和 2 年度を初年度とし、長期目標を 9 年間、短期目標を 3 年間それぞれ睨んだ計画とします。 

短期目標の 3 年間を目途に、計画の進捗状況について「御船町地域連携保全活動協議

会」で確認し、その時に応じた課題を踏まえ、その次に実施する行動に対して改善を図

りながら長期目標を達成するものとします。 

 

（３）地域連携保全活動の内容 

 本計画により地域連携保全活動を実施することにより、吉無田高原を中心とした田代

地区の自然環境を保全するとともに、地域の生物多様性の保全と創出、自然資源をいか

した観光交流を推進します。 

実施にあたっては、これまでにも田代地域の自然環境の保全やまちづくりに尽力して

きた NPO や町民団体、地域住民、地元組織等を中心に活動を推進するともに、御船町

は行政としての支援、行動連携、各機関等の調整を行っていきます。 

 

①吉無田高原を中心とした田代地区の自然環境の保全 

 御船町を特徴付ける自然資源である吉無田高原の保全に向けて、各組織が

連携しながら活動を実施します。具体的には、町民や子どもたち、学生との

協働による動植物の調査の実施や、自然環境保全意識の醸成を目的とした環

境教育・学習イベントなどを実施します。 

 

吉無田水源 

生物多様性の３つのレベル 

生態系サービスの概念 

田代地区の位置 

自然とのふれあいイベント開催例 

団体による自然とのふれあいイベント開催 


